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摘要 

 

肥後藩藩主であった細川重賢
しげかた

（1721年〜1785年）が編

纂した図譜『毛介綺煥
もうかいきかん

』に含まれる宝暦 9年閏 7月 4日

（1759年8月26日）の日付が添えられた「麝香鼠」につ

いて検討した．この図は長崎産の乾燥標本に基づいて描

かれたとみられるが詳細は不明であった．細川重賢と本

草学者田村藍水
らんすい

との間に深い交流があったことを考える

と，『毛介綺煥』に描かれたジャコウネズミは田村藍水が

1758 年に長崎から江戸に持ち帰った標本コレクション

の一部であった可能性がある． 

 

I examined two drawings of the house shrew dated 

26 August 1759 in a collection of pictures entitled 

“Moukaikikan”, made by the Lord of Kumamoto, Shi-

gekata Hosokawa (1721-1785). The drawings appeared 

to be based on dry specimens collected in Nagasaki, as 

described in the text next to the pictures, but the de-

tails were unknown. Considering the close relationship 

between Shigekata Hosokawa and Ransui Tamura, a 

Japanese naturalist, I concluded that the specimens of 

the house shrews at Moukaikikan were probably from 

Ransui’s collection brought back to Edo from Nagasaki 

in 1758. 

 

肥後藩6代藩主細川重賢
しげかた

（1721年〜1785年；以下，重

賢と略）は本草学（後の博物学）に造詣が深い大名のひ

とりである（小西 1991，1994）．重賢が編纂した図譜

『毛介綺煥
もうかいきかん

』には九州や関東あるいは南蛮渡来の動物の

写生図が数多く収録されている（西山 1988；小西 1994）． 

先に筆者（安田 2022）は，重賢が熊本産のヤマネGliru-

lus japonicus（齧歯目ヤマネ科）を1762年に江戸で開催

された薬品会
やくひんえ

（一種の博覧会）に出品したこと，その薬

品会の主催者は本草学者平賀源内
げんない

（以下，源内と略；別

名として國倫
くにとも

，鳩 渓
きゅうけい

）であったことを紹介した．また，

『毛介綺煥』には現在の水俣市において1757年1月（宝暦

6年12月）に採集されたヤマネの精細な写生図があるが

（長峰ほか 2010），この『毛介綺煥』のヤマネと1762年

の薬品会に出品されたヤマネとの関係についても考察し

た（安田 2022）． 

 複数の先行研究（高島 1959；西山 1988；小西 1991，

1994）は『毛介綺煥』にジャコウネズミSuncus murinus

（真無盲腸目トガリネズミ科；漢名麝香鼠）とされる写

生図が含まれることを紹介しているが，その写生図はこ

れらの文献に掲載されておらず，また近年『毛介綺煥』

の哺乳類を紹介した熊本野生生物研究会（2015）にも掲

載されていない．そこで本稿では，（公財）永青文庫から

許可を得てこれを掲載するとともに（図1），各種史料に

よって明らかとなった関連事項を記す． 

ジャコウネズミはインドから東南アジア原産の小型哺

乳類で，船舶に便乗して非意図的に日本に侵入した外来

種である（本川 1988）．分子系統学的研究により，複数

の原産地から異なる経路で日本に移入されたと考えられ

ている（Ohdachi et al. 2024）．日本での初記録は1656年

の長崎とされ（磯野 2012），江戸時代には長崎，薩摩，

琉球が主な生息地であったが，対馬や本州の一部地域に

も分布したとされる（岸田 1924；山崎 2011；安田・細

田 2022）．1946年前後に長崎県福江島に新たに定着した

（高島 1959）．その後，南西諸島を除き，日本各地の個

体群は激減した（本川 1988）． 

 まず図1について確認する．描かれた2頭とも眼球がな

く四肢が伸展されていることから，生体ではなく乾燥標

本とみられる．尖った吻と裸出した大きな耳介を持つ．

鼻鏡は左右に二分岐しているようにみえる．背面は褐色
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で濃淡がある．下の個体は上の個体よりも体色が濃く描

かれており腰の毛色はとくに濃い．その左脇腹にはやや

灰色の部分がある（図1）．これは臭腺かもしれない．尾

は基部が太く先にいくにつれ細くなり，全体に毛がある．

以上の外見的特徴から図1の動物がジャコウネズミであ

る可能性は十分ある．なお，全体の形状がややいびつに

みえるのは乾燥にともなって変形（収縮）したためかも

しれない．図1を計測して算出した尾率（参考値）は上の

個体で73％，下の個体で74％であった．これらの尾率は

一般的なジャコウネズミの尾率50〜60％（本川 1988）

よりも大きかった．図の右には「肥前長崎産方言麝香鼠

雌雄」「宝暦九年閏七月四日」との説明があるものの，入

手方法や大きさについては記されていない．宝暦9年閏7

月4日は1759年8月26日にあたるが，この日付は入手した

日または写生した日であろう．描かれた2頭は，説明文か

ら雌雄各1頭とみられるが，どちらがオスでどちらがメス

なのかはわからない． 

 次に宝暦9年閏7月4日の重賢の所在を確認する（表1）．

暦日換算の煩雑さを減らすため本段落のみ和暦で記す．

右山（1983）によれば，重賢は宝暦9年3月1日に熊本を出

発し4月3日に江戸に到着した．そして翌年8月9日に江戸

を発ち熊本へ向かった．以上のことから，宝暦9年閏7月

4日に重賢が参勤交代で江戸に滞在していたことは明ら

かである．重賢が長崎産のジャコウネズミを長崎に近い

熊本ではなく江戸で入手したという事実は興味深い． 

 第三に江戸で開催された薬品会について確認する（表

1）．源内を含む本草学者田村藍
らん

水
すい

（1718年〜1776年；以

下，藍水と略；通称として元雄，玄雄）の一門は江戸に

おいて1757年から1760年にかけ毎年薬品会を開催し（以

下，第1回目から第4回目と表記），その後は1762年と1764

年に薬品会を開催した（以下それぞれ第5，第6回目と表

記）．表1から，重賢の江戸滞在時期は田村学派が江戸で

開催した薬品会の会期とよく一致することが判明した． 

 これらの薬品会の記録がふたつある．ひとつめは第1〜

3回目の薬品会の出品目録『会薬譜』である．これは原稿

のみで刊行されなかった（磯野 2012）．ふたつめは『物類
ぶつるい

品隲
ひんしつ

』（平賀 1763）で，第5回目までの薬品会の出品物

から精選した数百種に関する解説書として刊行された．

著者は源内，鑑定者は藍水である． 

 ジャコウネズミは『物類品隲』巻之四獣類において，

次のように解説されている（https://dl.ndl.go.jp/pid/ 

2555268/1/35；2023年7月25日確認）＊1． 

図 1 『毛介綺煥』の麝香鼠の写生図．下の個体では左脇腹（矢印の先）に灰色の部分がある．（公財）永青文庫蔵． 
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香鼠 和名ジヤカウ子ズミ○長﨑産 己
つちの

卯
とう

主品中田村 

先生具之 其大サ三寸 許
ばかり

ニシテ香氣畧
ほぼ

麝香ニ似タリ 

松岡先生曰長﨑後藤町ニ此鼠多シ 其居處常ニ香氣アリ

本邦ニテ此ヲ麝香鼠ト呼 昔暹
シャ

羅
ムロ

舶来ル時此鼠舟ニ付來 

今其種繁育セリト 是即地志ニ載スル所ノ香鼠ナリ 

 

 出品されたジャコウネズミは長崎産であったこと，そ

れは己卯の年の薬品会すなわち源内が主催した第3回目

（1759年10月8日）の薬品会であったこと，出品者は田

村先生すなわち藍水であったことがわかる．ところが， 

『会薬譜』を確認すると，第3回目の薬品会の藍水の出品

物のなかにジャコウネズミは含まれていなかった

（https://dl.ndl.go.jp/pid/1181411/1/129；2023年7月25

日確認）．その理由は不明である．未刊行の『会薬譜』と

比較して，刊行された『物類品隲』の記述のほうが確か

らしいと，ここでは暫定的にとらえておきたい． 

 大きさは三寸ばかり（約9cm）とあるが，頭胴長であろ

うか．また，ジャコウネズミには麝香に似た匂いがある

と記されている．麝香（別名ムスク）とはジャコウジカ

類Moschus spp.（鯨偶蹄目ジャコウジカ科）からとれる

医薬品や香水の原料（薬種）で，洋の東西を問わず古く

から利用されてきたが，現在はワシントン条約で国際取

引が禁止・制限されている（石井 2000）．  

 松岡先生とは，京都の本草学者松岡恕
じょ

庵
あん

（以下，恕庵

＊1 『物類品隲』巻之五の「鼵鼠」の図をジャコウネズミとする説（土井 2008；松井 2020）は誤りで，安田 （2022）が論じたよう

に，『物類品隲』の「鼵鼠」はヤマネを指すと考えるのが妥当である． 

表 1 細川重賢の本草学・哺乳類学にかかわる年表．年月日が判明している場合は西暦に換算して月を示したが，年月のみが判明してい

る場合は和暦（旧暦）の月を示した．月不詳の場合はその年の最後に配置した．細川藩政史研究会（1974），磯野（2012），安田（2022），

安田・堤（2024）を参照． 

西暦 和暦（旧暦） できごと
1718年 享保3年 田村藍水，生誕
1721年1月 享保5年12月26日 細川重賢，生誕
1756年 宝暦6年7月 重賢，熊本に蕃滋園（薬園）開設．福間元斎が朝鮮人参担当となる
1757年1月 宝暦6年12月 重賢，熊本産のヤマネ1頭を『毛介綺煥』に描く
1757年4月 宝暦7年3月1日 重賢，熊本を発つ
1757年5月 宝暦7年4月3日 重賢，江戸に着く
1757年 宝暦7年7月 江戸で第1回薬品会開催
1758年 宝暦8年4月 江戸で第2回薬品会開催
1758年6月 宝暦8年5月3日 重賢，江戸を発つ
1758年7月 宝暦8年6月4日 重賢，熊本に着く
1758年夏（月不詳） 宝暦8年 熊本で薬物会開催
1758年秋（月不詳） 宝暦8年 藍水，九州（長崎・熊本）に採薬旅行
1759年3月 宝暦9年3月1日 重賢，熊本を発つ
1759年4月 宝暦9年4月3日 重賢，江戸に着く
1759年8月 宝暦9年閏7月4日 重賢，長崎産の麝香鼠2頭を『毛介綺煥』に描く
1759年10月 宝暦9年8月18日 江戸で第3回薬品会開催．藍水，麝香鼠を出品
1759年 宝暦9年11月 松岡恕庵の『結毦録』刊行
1760年9月 宝暦10年8月9日 重賢，江戸を発つ
1760年10月 宝暦10年9月11日 重賢，熊本に着く
1760年（月不詳） 江戸で第4回薬品会開催
1761年4月 宝暦11年3月1日 重賢，熊本を発つ
1761年5月 宝暦11年4月5日 重賢，江戸に着く
1762年6月 宝暦12年閏4月10日 江戸で第5回薬品会開催．重賢，熊本産のヤマネを出品
1762年7月 宝暦12年5月22日 重賢，江戸を発つ
1762年8月 宝暦12年6月21日 重賢，熊本に着く
1763年 宝暦13年7月 平賀源内，『物類品隲』刊行
1763年9月 宝暦13年9月1日 重賢，熊本を発つ
1763年11月 宝暦13年10月5日 重賢，江戸に着く
1764年7月 明和元年6月 藍水の門人の福間元斎が江戸で朝鮮人参を受取る
1764年（月不詳） 江戸で第6回薬品会開催
1766年6月 明和3年5月1日 重賢，江戸を発つ（1763年11月からここまで江戸滞在）
1766年7月 明和3年6月4日 重賢，熊本に着く
1770年 重賢，島津重豪に藍水を紹介．重豪，藍水に琉球産標本を下賜
1776年5月 安永5年3月23日 藍水，没
1785年11月 天明5年10月26日 重賢，没
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と略）とみられる．『物類品隲』のジャコウネズミの解説

のうち「松岡先生曰」より後の部分は恕庵の『結毦録
けつじろく

』上

巻「麝香鼠の事」（https://dl.ndl.go.jp/pid/2557162/1/11；

2023年7月25日確認）の記述とほぼ同一である．『結毦録』

3巻は恕庵の没後，1759年に刊行されたから（磯野 2012），

源内は当時最新の出版物から自身の『物類品隲』に引用

したと言える． 

 以上を整理すると，江戸にもちこまれた長崎産のジャ

コウネズミのうち，①『毛介綺煥』に描かれた2頭は1759

年8月26日に江戸の重賢の手元にあり，②藍水の所有す

るジャコウネズミは同年10月8日に江戸で源内が主催し

た薬品会に出品されたという時間的な前後関係が考えら

れた（表1）． 

 筆者は，これら①と②の時間的な近接性は偶然ではな

く，両者には関係があると考える．その理由として，重

賢あるいは熊本藩と江戸本草学の田村学派との間で交流

があったことが挙げられる（表1）．すなわち，熊本藩で

は藩政改革のなかで1756年に藩直営の薬園として蕃
ばん

滋
じ

園
えん

を開設したが，そこで朝鮮人参の栽培と製法の担当を

命じられた福間元斎は藍水の門人であった（草野・藤田 

1986）．1758年，藍水は九州に採薬旅行し，長崎と熊本を

訪れた（上野 1989；安田・堤 2024）．1762年，冒頭で

述べたように，重賢は田村一門の源内が江戸で主催した

第5回目の薬品会に熊本産のヤマネを出品した（安田 

2022）．1770年，藍水は重賢から薩摩藩8代藩主島津重豪
しげひで

に紹介され，重豪から下賜された植物標本をもとに南西

諸島の本草学を研究した（上野 1982）． 

 ジャコウネズミは江戸時代の多くの本草書等に収載さ

れており，日本の本草学者たちの広く知るところであっ

た（岸田 1924；梶島 1997）．盛岡藩では17世紀後半に

領内で捕獲された「麝香鼠」＊2が薬種として献上された

という記録がある（盛岡市教育委員会 1990）．医師の

橘 南 谿
たちばななんけい

は長崎のオランダ人がジャコウネズミから麝

香を抽出する技術をもっているという噂を紹介している

（岸田 1924）． 

 長崎から江戸へのジャコウネズミの持ち込みには本草

学のネットワークが関係したらしい（安田 2023）．1758

年，すなわち『毛介綺煥』のジャコウネズミ（図1）が描

かれる前の年，藍水は長崎と熊本周辺を訪れ，さまざま

な動植物を江戸に持ち帰った（上野 1989；磯野 2012；

安田・堤 2024）．翌1759年の薬品会に藍水が出品した

ジャコウネズミはこのときの標本とみられる．『毛介綺煥』

には1759年に描かれたジャコウネズミの由来は記され

ていないが，図1のジャコウネズミと同年の薬品会に藍水

が出品したジャコウネズミは同一のサンプルあるいはサ

ンプルシリーズであったかもしれない．いずれにせよ，

長崎のジャコウネズミは江戸をみたらしい． 
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